
令和５年度「６０（ロクマル）プラス」優良実践校 実践報告書 

１ 実践校名 花巻市立笹間第一小学校 

２ 実 践 名 毎日いきいきと生活するための『運動』『食』『生活』習慣の確立をめざして 

３ 実施対象者 笹間第一小学校児童および保護者 

４ 目 標  「運動」「食」「生活」習慣の一体的・継続的な取組を通して、健やかな心身の育成をめざす。 

 
５ 実践内容 実践内容 

該当する 

推薦基準 

・かみかみチャレンジ週間（６月、１１月）のカードの取組と、歯と口の
セルフチェックカードによる食育・口腔衛生状態改善の啓蒙。 
・ぺっこアプローチ資料の活用（栄養教諭）による長期休業中の肥満傾向
児の生活習慣改善。【資料１】 
・ミニ食育等、栄養教諭による巡回食指導。 
 

ア 
イ 
ウ 

・家庭学習強化週間（ノーメディアデーの実施）と教育振興活動との連携。
【資料２】 
・学校保健委員会での６０プラスプロジェクトの保護者への啓蒙と講演会
実施（保護者対象：『睡眠について』） 

・すやすやチャレンジカードの活用（８月）による早寝・早起き・たっぷ
り睡眠の啓発。【資料３】 
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・児童の運動意欲を高める各種カードの活用（水泳カード・マラソンカー
ド・なわとび） 

・業間マラソンの意欲向上のため、校庭にサーキットコースを設定（ささ
一サーキットコース）【資料４】 

・わくわくエクササイズの実施（３学期昼休み時間）【資料５】 
・すこやか週間の期間の外遊びの推奨とてくてくロードを活用した徒歩通
学の奨励。 

イ 
ウ 

 
６ 成 果 

・６０プラスプロジェクトの取組を年間指導計画【資料６】に入れたことにより、保健・
食育・体力向上それぞれが適切な時期に実施することができた。 
・学校での児童中心の取組、家庭での取組など実施時期や実施内容を精選できた。 
・カードでの取組で児童の「振り返り」や保護者の「おうちの方から」の記載欄を設け
ることで各家庭の生活習慣改善のための一助となった。 
・県配付のチャレンジカードを適宜笹一バージョンに変え、取組みやすい言葉・実施内
容にした。また、委員会活動に啓発活動を取り入れ、自分自身の健康課題であるという
意識を持たせることができた。 
・すこやか週間の結果や歯と口のセルフチェックの結果をグラフ化することで、全体の
傾向と課題がわかりやすくなった。 
・家庭学習強化週間中の取組みカードにノーメディアデーの項目も設定しているため、
学習の様子やメディアを使用しない時の家庭での過ごし方を把握することが出来た。 
・ぺっこアプローチの指導内容を参考に、栄養教諭と相談しながら長期休業前の指導に
生かすことができた。 
 

 
７ 課 題 

・自分自身の生活習慣を振り返ることができ、課題も明確になってきたが、生活習慣
自体を変えていくためには各家庭の保護者の意識が大切である。取組がない期間でも
保健だより等での発信を継続させていく。 
・体力テスト等、各種調査のデータと本校のデータを比較検討し、評価・分析の数値
化を図っていくことも必要と思われる。 
・運動が得意、不得意にかかわらず、からだを動かす習慣（歩く、お手伝いなど）を
習得する、からだを動かすことが楽しいという気持ちにつながる取組みを推進する。 
・新しい取組を増やすだけでなく、既存の取組に『＋（プラス）』する、という視点を
大切にしていく。 

 
８ 今後の予定 

・運動習慣形成のための『わくわくエクササイズ』を体力向上担当と相談し、２月に実
施予定。学年毎に実施時期を設定する。 
・１１月： 歯みがきの習慣化を目的に個別のブラッシング指導を予定している。また、
学校歯科医による就学前児童保護者への講演会、５，６年児童への講話等を実施予定。 
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